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２面　第4回ﾌｪｽﾃｨﾊ゙ﾙ募集・講座のお知らせ・他
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４面　NPOの現場から・インターン生感想
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６面　団体紹介・お知らせ・他

利用者懇談会を開催します利用者懇談会を開催します
市民活動センター

日時：10月20日（火）午後２時より

場所：ひかりプラザ２階　生活実習室

平成20年２月からひかりプラザに仮移転をしている当センターは、

来年５月頃、市役所第三庁舎へ移転する予定です。

皆さんにとって利用しやすいセンターとするため、センター

利用者の皆さんとお茶を飲みながら意見交換等を行います。

パソコンで“チラシ”を
作ってみませんか!?

文書の作成に使っているソフト「Ｗｏｒｄ」を使い、

初心者向けにチラシの作り方の講座を開催します。

【日　時】11月19日（木）9：30～11：30
【場　所】ひかりプラザ５階　コンピューター室（センター隣）

【内　容】イラストなどを入れて、簡単で見やすいチラシを作ります。

　　　　※時間があれば、名刺の作り方などもご紹介する予定です。

【使用ソフト】マイクロソフト Office Word 2007

【対　象】センター登録団体の会員で、文字入力のできる初心者の方

【参加費】無料

【定　員】10名(先着順）

【申　込】ＴＥＬにて市民活動センターまで（10月13日から受付開始）

【問合せ】こくぶんじ市民活動センター　ＴＥＬ：042-576-0190

予 告

12月頃に、市民活動団体

に協力いただき、子ども

対象の「お料理or工作教室」

を企画中です。

詳細が決まりましたら、

ホームページやチラシ等

でお知らせします。

こうご期待！！
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［主催・申込先］こくぶんじ市民活動センター　[企画]NPO法人市民テーブルこくぶんじ

「デビューしませんか。
　地域はあなたを待っています！」

第４回市民活動フェスティバル

出展団体募集中！
第４回市民活動フェスティバル

出展団体募集中！

今回の「市民活動フェスティバル」は、ひかりプラザ１階の
体育室も使うことになり、昨年より更にパワーアップ
したフェスティバルになりそうです！

一緒にフェスティバルを盛り上げてくださる団体
を10月末まで募集します！

開催日：平成22年２月14日（日）10時～16時

市民活動応用（マネジメント）講座（全３回）

第１回「地域の力を引き出すＩＴ活用法」

講師：河井孝仁（かわいたかよし）さん
　　　東海大学文学部広報メディア学科准教授

日時：11月５日（木）14時～16時
会場：本町・南町地域センター

　ホームページを開設しているNPOは珍しく

ありませんが、意外にITを効果的に活用で

きていないのではないでしょうか。講師は

全国の多くの事例を踏まえ、地域活動にお

けるIT活用をご研究されています。ぜひ、

お気軽にご参加ください。

社会福祉法人　国分寺社会福祉協議会主催

平成21年度第１回社会ふくし講座
ここねっとシンポジウム

日時：10月12日（月・祝）14時～16時
場所：国分寺Ｌホール（国分寺駅ビル８Ｆ）

市民活動

センターも

参加します！

内容：第１部　シンポジウム

　　　第２部　支援団体の紹介

■出展を希望される団体は10月末までに、メール・電話・ファックス・または直接センターまで

「団体名、連絡者名、連絡先」をお知らせください。

※なお、出展いただけるのは、センター利用登録団体で、実行委員会（フェスティバルの準備・

　運営)に参加できる団体です。
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「夏
休み！子
ども工作教室」を開催しました

　8月1日(土)14時から、ひかりプラザ2階会議室にて、「夏休み！子ども

工作教室」が開催されました。今回は、ペーパークラフトの会・NPO法人

市民テーブルこくぶんじ・夢工房ふれあいの場の3団体の方に来ていただ

きました。夏休みということで、たくさんの親子の姿がありました。団体

の方と参加者の皆さんは、とてもにぎやかに工作を楽しんでいました。　

　市民テーブルこくぶんじのテーブルでは、紙コップや割り箸を使った工作、

ペーパークラフトの会では紙飛行機、夢工房ふれあいの場では小物箱・ビ

ーズストラップ・ポケットティッシュカバーといった様々なものを教えて

いただきました。　

　最近の子供たちは、テレビゲームで遊ぶことが当たり前になっている傾

向にあるので、今回のイベントでは手作りおもちゃを自分で作り、それで

遊ぶ良い機会であり、新鮮で良かったと思います。親子でも年輩の方でも

楽しめるイベントだったと思います。

　実際に自分自身も参加したところ、工作はとても久しぶりだったので、

時間を忘れるほど集中できました。手作りのものは、その時一緒に作った

人や雰囲気などが印象に残るので、参加者の皆さんにとってより思い出深

いものになると思いました。

　最後に、またこのようなイベントがある際はたくさんの人に参加してい

ただけると幸いです。皆さんのご参加、お待ちしております。

参加者の声（アンケートより）
★子供とのふれあいを楽しむことができました。また、子供の成長を確認する

　ことができました。

★子供にと思って来ましたが，親が楽しんでしまいました。ありがとうござい

　ます。

★２歳４歳の娘、息子が参加しました。紙飛行機を作ってとても喜んでいたので、

　無料でこんなに楽しめて本当に良かったです。

★ビーズは難しかったけれど、かわいいうさぎが作れて良かったです。また行

　きたいです。

★紙飛行機制作に参加しました。幼稚園年長児でもわかりやすい作業で、材料

　もあつかいやすく、完成した飛行機で楽しく遊ぶことができました。

★男の子と女の子２人を連れて行ったのですが性別をこえて、チャレンジ出来る

　工作の数々に感激致しました。

何ができるかな？目がキラキラ☆

最後はみんなで飛行機とばし

手芸コーナーはもくもくと

だんだん形が出来てきた！

「第３回市民活動入門講座」の感想をインターン生・榎本さんに書いていただきました
　９月16日多摩信用金庫の長島剛氏を講師にお迎えして「地域の魅力を、いかに発見するか」というテー

マで、市民活動入門講座を開催しました。内容としては多摩地域のことについて、地域とコミュニティビ

ジネス、たましんの事例等ご説明がありました。講座に参加している皆さんは長島氏が多摩の魅力につい

てお話しているのを聞き入っており、また私も多摩のことをもっと知りたいと感じました。

また講座に参加していた人からの質問もあり、地域活動に参加したいという熱意がこちら

にも伝わってきました。市民に、活動に参加するきっかけの場を作ることで「やってみた

い」という一歩に繋がってくれたらと思います。まちづくりは一方的ではなく『協働』し

ていかないといけないと実感しました。

☆この報告記事はインターンの中島さんに書いていただきました
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　今回、８月１日からの５日間、人生初のインターンシップということで本当に緊張しました。初日から

市民動センターの「夏休み子ども工作教室」というイベントに参加させていただき、自分が想像していた

市役所の仕事とは違い少し驚きましたが、市民の方々とふれあう職員さんを見てやりがいのある仕事だな

と感じました。その他、業務の合間に市役所には色々な仕事があるということや国分寺周辺の施設につい

てのことなどたくさんの話も聞けて嬉しかったです。インターンシップは、大学の座学では学べないこと

を、実際に体験しながら勉強できて良いシステムだと思いました。

　短い期間でしたが、とても貴重な経験ができて本当に良かったです。お世話になった職員の皆さん、

本当にありがとうございました。

◆東京経済大学　コミュニケーション学部　コミュニケーション学科　２年　中島優さん◆

国分寺市を拠点とする
NPOの 活動取材録

シリーズ・NPOの現場から

盛
大
に
行
わ
れ
た
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　国分寺市音楽連盟は31年前本多公民館で発足しました。発足当時は５～６団体だったそうですが、現在は32

団体と20数名の個人の方が加盟していて、会員数約900名というとても大きな連盟です。加入ジャンルは"宗教

曲・オペラ・合唱・童謡・ピアノ・オーケストラ・小編成オーケストラ"で、「それぞれがお互いに刺激しあ

い向上しあっていて、月に１度行われる定例会でも、みなさんとても積極的です」と、会長の田中さん。今年

の１月に行った「第９をうたう会」では、[コソヴォフィル首席指揮者]柳澤寿男氏が指揮をとり、入場者数

1,445名と大変盛況でした。

　また、みなさんにもっと交流してもらって発表する場を設けたいと、地方のイベントなどにも積極的にアピ

ールしているそうです。

　そして今後の方向を伺うと、「会を大きくすることだけではなく、内容を深くして充実させたい。どこへ行

っても恥ずかしくないような、レベルを上げていきたいです」と力強く答えてくださいました。

　今回の取材の冒頭に「半年後はまた変化していると思う」と、木村さんに言われ、はじめは（どういうこと

だろう？）と思っていたのですが、お話を聞いているうちに、一人ひとりの"音楽好き"の集まりで、ものすご

いエネルギーのある団体なのだと感じました。このパワーで、現状にとどまることなく日々変化しているので

すね。

　そして、木村さんも言われていたように「国分寺はとても文化レベルが高いまち」なのだということを実感

しました。

国分寺市音楽連盟

第16回　これからも一歩ずつ上へ

市民文化祭音楽祭
開催日：平成21年10月24日（土）・25日（日）

場　所：市立いずみホール

■連絡先 木村

　TEL：090-3232-7868

　http://www.kb-onren.com/

　Email：info@kb-onren.com

　それぞれ５日という短い実習期間ではありますが、協働コミュニティ課ならではの、市民活動をし

ている市民の皆さんと接する機会を大切にしたいと思いました。皆さんの活動が住みやすい国分寺、

よりよい国分寺につながるものと考えていますが、学生の二人もそんな一面を体感してもらえたと思

います。

国分寺市では今年、東京経済大学地域インターンシップ10名を受け入れ、
その内の２名が協働コミュニティ課に来ました！



国分寺市を拠点とする
NPOの活 動取材録

シリーズ・NPOの現場から
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　国分寺フィルハーモニー管弦楽団が出来たのは、今から二十数年前のこと。市報で募集の呼掛けをしたこと

がきっかけでした。設立当初は約20名だった団員も、現在は80名ほどの方が在籍しています。取材に伺った日

は、定期演奏会の公開練習を行なっていました。

　練習場所は四小の多目的ホール。毎年２回の定期演奏会に向け、半年かけて演奏する楽曲を仕上げていきま

す。休憩時間は和やかな雰囲気ですが、ひとたび練習が始まると、ピリッとした空気に一瞬で変わり、みんな

で音を合わせて一つの楽曲を作っていきます。「楽器を弾いている時は、仕事のストレスも忘れてしまいます」

と本田さん。なににも替えがたい時間だそうです。

　そのほかにも、国分寺市音楽連盟のコンサートや、「国分寺・日本のこころ音楽祭」などにも参加し、合唱

の団体と一緒に演奏したりも。「いろんな団体と一緒に演奏することは、とても楽しい。そして、会場にもそ

の雰囲気は伝わっていると感じています」と団長の木村さん。

　今年の11月に行なう定期演奏会ではチャリティコンサートを開催し、収益金は国分寺市内の学校音楽活動支

援などに寄付することになっています。　

　「もっと子どもたちにたくさん来てもらえればと思っています。やはり、会場で生の音を聞くと、感受性の

豊かな子どもたちは、色々なことを感じると思うから」とお話ししてくださいました。

第39回定期演奏会
（チャリティコンサート）
日　時：平成21年11月15日（日）開演14時

場　所：府中の森芸術劇場　どりーむホール

入場料：全席自由2,000円

国分寺フィルハーモニー管弦楽団

■連絡先 木村 

　TEL：090-3232-7868

　http://www.kokuphil.xrea.jp

中島さん

榎本さん

第17回　心に響く音楽を

定期演奏会は年２回開催しています

　今回、協働コミュニティ課で５日間インターンシップをさせていただくこととなりま

した。私が国分寺市役所のインターンシップに参加させていただこうと思った理由は、

国と市との政策の違いをこの目で実際に見て、体感したいと思ったからです。国分寺市

役所の他にも文部科学省のインターンシップにも行ったこともあり、このようなチャン

スはないと感じ参加しました。協働コミュニティ課は主に市民活動団体支援業務事業と

コミュニティ形成事務事業を行っています。その中で今回は提案型協働事業や市民活動

センター事業の業務の補助やイベントの参加、会議の見学をさせていただきました。

　私が、５日間を通して実感したことは、「市民と密接」であるということです。自分

が「市役所を利用する」立場になった場合と「市役所で働いている」立場とでは見方が

まったく違いました。国分寺市役所は市民と『協働』することにとても積極的で市民活

動・地域活動へ参加する環境が整っており、素晴らしいことだなと感じました。『協働』

とは単なる委託ではありません。共に働きかけをすることで、よりよく効率的に効果を

あげているということを実感することができました。市民にもっと国分寺を知ってほし

いという気持ちが伝わってきました。５日間、毎日が発見であり充実した時間を過ごす

ことができたと思います。

◆東京経済大学　経営学部　経営学科　３年　榎本安里沙さん◆

団員募集中
です！
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　防災一七会とは、市が開催する「防災まちづくり

学校」の卒業生（第十七期）が…せっかくの機会だ

から、この際防災に関するあらゆる事業に積極的に

参加し、市民の一人として役に立てる事を続けよう

とした人達の有志で発足した会です。毎年、その年

度のスケジュール表を決め、防災をはじめ防犯に関

する事業を具体的に学んで行く事とする。勿論行政

との協働作業を進めていくかたわら情報の収集をし、

会員相互で理解を深める。身近なことでは、家具類

の転倒落下防止・ＡＥＤ（除細動器）の使い方・止

血法等々常に体験会得する、継続する事に意義がある。

　何といっても普段から友人同士の話し合い、近隣

への声かけ運動とか、体力作りも大切な事、歩くこ

とも実行している楽しみの一つである。

　あっという間に10年を経て、何かこの実績を形で

残そうと一念発起して、十年誌を発行することにな

りました。

　この様な市民と共に又、地域に密着した活動状況

をよく理解していただき、一般の方でも気軽に参加

していただけるよう、門戸を開いておりますので、

一人でも多くの方々の入会、また事業への参加をお

待ちしております。

連絡先：近藤吉美　042-323-3811

国分寺防災一七会

編集後記
　深まる秋の気配を感じるこの頃、あの夏の暑い日の「夏休み子ども工作教室」のことを思い出します。団体の方々
のひとかたならぬご尽力で、にぎやかで楽しいイベントになりました。参加した子ども達の目の輝きは指導にあたっ
たスタッフも我を忘れる程でした。これからもアイディアを出し合って、ためになる良い企画を考えたいものです。
　センターでは４月より「市民活動センター登録団体」すべての情報更新作業を行ってきましたが、この度作業が完
了し、ホームページも最新の情報になっておりますので、どうぞご活用ください。
　私事ですが、センタースタッフの一員としてお手伝いさせていただきましたが、9月末日で退職いたします。約３年
間、いつも新鮮な気持ちで仕事ができたのも、皆様のご支援のお陰だと感謝しております。遠く「浪速の街」より皆
様の益々のご発展をお祈りしています。（いっぷり）

平成22年度提案型協働事業（平成21年募集）

公開プレゼンテーション

（事業内容の説明）を開催します！！

市では市民活動団体が市に対し事業提案できる

制度を創設しました。提案された事業は、市が

設置する審査会による審査（書類審査・プレゼ

ンテーション審査）を経て事業化されます。

提案団体による公開プレゼンテーションを開催

しますので、市民の皆様のご来場をお待ちして

おります。

【日時】10月26日（月）午前９時～12時（予定）

【会場】市役所第１庁舎３階　第1・2委員会室

　＊申し込み不要。当日直接会場へ

　　　　協働コミュニティ課　�TEL 042-576-0240

「登録団体情報」の冊子ができました！

センター登録団体に更新していただいた新しい

情報が冊子になりました。

団体名や活動分野、活動内容などを掲載してい

ますのでご活用ください。

冊子は市民活動センターで配布しています。

※各団体の詳細情報は、当センターのホームペ

ージでもご覧いただけます。

市民活動推進事業補助金の

交付団体を追加募集しています！

市民活動団体が行う先進的・公共的な新規事業

の立ち上げに、一定の補助をしています。

【申請方法】10月30日(金)(土・日・祝日を除く)までに

 必要書類を協働コミュニティ課へ直接提出してください。

【申込・問合】協働コミュニティ課　TEL 042-576-0240

団体紹介
随時募集中！


